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Engineering is a sort of professional works. But， incontrast to such typical professions as medical doctors and lawyers， en-
gineers are special in that their prime objects are artifacts rather than persons. 1n doing their business， doctors and lawyers inevit-
ably engage in direct， personal relations with their clients. On the other， engineers design some artifacts， which serve as media， 
through which they indirectly engage with other persons like users 
1n the light of this indirectness， itseems natural that 'do the right design' or 'ensure safety' is engineers' counterpart of the 
central norm for doctors; 'do not harm¥ 
To ensure safety， itis not enough for engineers to behave and cope with their colleagues in scientifically， or technologically 
aclequate manners. Appropriate social institutions are also in need to ensure safety. 1n the case of traffic safety， required institu-
tions include traffic light system， emergency hospital system and even insurance system. 
So the good clesign of these social institutions or systems is essential for the fulfillment of the engineers' ethical norm. The 
freedom of engineers i.e. that of research and development (R & D) is an important factor for the good design. 
From the view stated above， 1 cliscuss the following three institutions; the law of procluct liability， function standarc1， and the 
exemption from responsibility. 
The last of them relates the matters of accidents investigations. And the information or knowledge acquired is the central 
point of engineering knowledge. 
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Keywonls: system desigη， institution， intelleclual向。μrty，engineering ethics， profi出sional
けでは十分でないということだ.交通安全に関しても，衝突
1.はじめに 安全性を考えるだけでなく，信号システム，救急システム，
さらには保険システムが大きな役割lを果たしている.
実は，エンジニアには，倫理的に解決の難しい問題があ さらに，人工物を媒介することによって，直接の依頼者以
る.いわば，倫理的リスクがある. 外の第三者に影響を及ぼす.このような予想のできない(リ
対人関係の倫理問題は，日常生活で小さい頃から慣れてお スキーな)状況にあっては，制度的対応が必要になる.現在
り，ある程度理解しやすく，対応もしやすい.しかし，エン の製造物責任法は，ある程度うまく作られた制度である.た
ジニアとしては， (倫理問題として重要な)，人に迷惑をかけ だ，もう少し考慮、しなければならない点は，エンジニアの自
る」ということを，人工物を媒介として行っている.例え 由を尊重するということだ.彼らの研究開発意欲を阻害しな
ば，エンジニアは機械を作った.それを別の人が使ってい い仕方で，人工物に関わる倫理問題の制度的解決を目指さね
る，そこで事故が起きて，さらに別の人が巻き込まれた，と ばならない.規制lは必要にしても，仕様基準よりも機能基準
いったことが起こりうる. の制度が望ましい.さらに事故調査に関して，証言免責とそ
医師や弁護士などの普からある専門家は，基本的に対人関 こから生じる情報の扱いについての制度の問題を考える.
係のコンサルタントであるのに対して，エンジニアという専 このような観点にしたがって，以下の議論を進めていく.
門家は人工物を媒介することによって，間接的で予想しがた 全体は二つに分かれ，前半では，エンジニアの行動に関わる
い対人関係に巻き込まれる. 倫理を扱う.後半では，制度設計の問題を，1.機能基準，
さて， ，人に迷惑をかけてはいけない」という倫理的規範 2，製造物責任， 3.事故調査に分けて考察する.
は，エンジニアにとっては，W正しい』設計をする」と表現
できる 安全な人工物を作ることが，工学倫理の一つの中心 2. 工学倫理をめぐる問題
目標となる.
問題は，安全性を確保することは科学的，技術的な対応だ まず最初に，工学倫理についての基本的枠組みを示す










